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25年度農林水産関係予算要求の主な事項 （ ）は前年度

１．食料安全保障の強化
・水田活用の直接支払交付金等 ３，０１５億円

水田での戦略作物の本作化・畑地化、麦・大豆の作付拡大など（３，０１５億円）

・持続的生産強化対策事業 １６６億円
野菜、果樹、花き、茶・薬用作物、養蜂等の生産基盤の強化 （１４８億円）

・合理的な価格の形成 ４億円
コスト指標の作成・検証、取引実態調査、消費者等理解醸成 （０．３億円）

２．農業の持続的な発展
・地域計画実現総合対策 ４８２億円

地域計画を核として、現場の状況に応じた事業を総合的に実施 （─）

・新規就農者育成総合対策 １４９億円
新規就農者の育成・確保、雇用労働環境の整備 （９６億円）

・スマート農業技術活用促進集中支援プログラム ４１０億円
スマート農業技術の社会実装の加速化を強力に推進 （─）

３．農村の振興（農村の活性化）
・農山漁村振興交付金 １０４億円

官民共創、農泊・農福連携、中山間地域等の農用地保全の推進 （８４億円）

４．みどりの食料システム戦略による環境負荷低減に向けた取組強化
・環境保全型農業直接支払交付金 ３１億円

地球温暖化防止や生物多様性等に効果の高い営農活動への支援 （２６億円）

・みどりの食料システム戦略推進総合対策 ３５億円
有機農産物の生産・需要拡大、環境負荷低減を支援する （７億円）
新制度構築への調査

５．多面的機能の発揮
・多面的機能支払交付金 ５１２億円

地域資源を適切に保全管理するための共同活動への支援 （４８６億円）

・中山間地域等直接支払交付金 ３０１億円
中山間地域等での農業生産活動継続への支援 （２６１億円）

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農
業
協

同
組
合
連
合
会
（
以
下
、
チ

ク
レ
ン
）
が
創
立
５０
周
年
、

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン
ミ
ー
ト

（
以
下
、
チ
ク
レ
ン
ミ
ー
ト
）

が
創
立
４０
周
年
を
そ
れ
ぞ
れ

迎
え
、
８
月
２６
日
、
新
さ
っ

ぽ
ろ
ア
ー
ク
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
合
同
で
記
念
祝

賀
会
を
開
催
し
た
。

来
賓
、
役
職
員
総
勢
５０
余

名
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

周
年
を
祝
っ
た
。

１
９
７
３
年
に
前
身
の
北

海
道
開
拓
農
業
協
同
組
合
連

合
会
が
解
散
し
た
後
、
翌
７４

年
に
畜
産
専
門
の
連
合
会
と

し
て
、
北
海
道
畜
産
農
業
協

同
組
合
連
合
会
（
７５
年
に
チ

ク
レ
ン
に
名
称
変
更
）
が
設

立
さ
れ
た
。

８２
年
、
消
費
者
と
生
産
者

を
直
接
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し

て
チ
ク
レ
ン
ミ
ー
ト
が
設
立

さ
れ
、
現
在
は
、
と
畜
場
が

併
設
さ
れ
た
北
見
工
場
と
、

札
幌
工
場
、
千
葉
工
場
が
稼

働
し
て
い
る
。

挨
拶
で
新
津
賀
庸
氏
（
チ

ク
レ
ン
経
営
委
員
会
会
長
・

チ
ク
レ
ン
ミ
ー
ト
取
締
役
会

長
）
が
、「
様
々
な
状
況
変

化
の
中
で
、
チ
ク
レ
ン
と
チ

ク
レ
ン
ミ
ー
ト
が
一
体
と
な

り
、
品
質
管
理
の
徹
底
や
消

費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
販

売
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

チ
ク
レ
ン
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、次
の
チ
ク
レ
ン
６０
周
年
、

チ
ク
レ
ン
ミ
ー
ト
５０
周
年
を

目
指
し
て
、
た
ゆ
ま
ぬ
精
進

を
積
み
上
げ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
た
。

改
正
基
本
法
が
成
立
し
て

か
ら
初
め
て
の
予
算
要
求
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
農

業
の
持
続
可
能
な
成
長
を
推

進
す
る
上
で
、
非
常
に
重
要

な
予
算
と
な
る
。

重
要
事
項
と
し
て
、
①
食

料
安
全
保
障
の
強
化
②
農
業

の
持
続
的
な
発
展
③
農
村
の

振
興
―
な
ど
の
７
項
目
と
し

た
。（

）
内
は
２４
年
度
当

初
予
算
額
。

①
食
料
安
全
保
障
の
強
化

水
田
で
の
戦
略
作
物
の
本

作
化
・
畑
地
化
、
麦
・
大
豆

の
作
付
け
拡
大
な
ど
に
、
前

年
と
同
額
の
３
０
１
５
億

円
。
農
産
物
の
合
理
的
な
価

格
形
成
に
向
け
た
コ
ス
ト
構

造
等
に
関
す
る
調
査
や
、
消

費
者
等
理
解
醸
成
に
４
億
円

（
０
・
３
億
円
）
な
ど
。

②
農
業
の
持
続
的
な
発
展

本
年
度
末
を
作
成
期
限
と

し
た
「
地
域
計
画
」
の
実
現

を
後
押
し
す
る
た
め
、
共
同

利
用
施
設
の
新
設
・
再
編

や
、
担
い
手
の
農
地
引
き
受

け
力
の
向
上
に
必
要
な
機
械

等
の
導
入
に
４
８
２
億
円

（
―
）
な
ど
。

③
農
村
の
振
興

官
民
共
創
、
農
泊
・
農
福

連
携
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
付
加
価
値
の
創
出
、

中
山
間
地
域
等
の
農
用
地
保

全
の
推
進
に
１
０
４
億
円

（
８４
億
円
）
な
ど
。

④
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減

に
向
け
た
取
組
強
化

有
機
農
業
に
つ
い
て
単
収

が
低
く
不
安
定
な
移
行
期
を

重
点
的
に
支
援
す
る
、
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付

金
３１
億
円（
２６
億
円
）な
ど
。

（
畜
産
・
酪
農
の
概
要
は

２
面
掲
載
）

今
年
度
の
全
国
開
拓
青

年
・
女
性
研
修
会
は
、
全
日

本
開
拓
者
連
盟
・
全
開
連
・

全
国
開
拓
振
興
協
会
の
開
拓

中
央
三
団
体
共
催
で
、
１１
月

１９
〜
２１
日
の
３
日
間
、
島
根

県
下
で
開
催
さ
れ
る
。

１
日
目
は
、松
江
市
の「
松

江
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
」

に
集
合
し
、
全
国
開
拓
振
興

協
会
の
講
演
会
事

業
「
日
本
の
�
農
�

講
演
会
２
０
２
４

㏌
島
根
」
に
参
加

す
る
（
こ
の
講
演

会
は
一
般
の
方
も

参
加
で
き
る
）。

講
師
と
演
題

は
、
農
民
運
動
全

国
連
合
会
会
長
の

長
谷
川
敏
郎
氏
が

「
食
と
農
の
危
機
打
開
は
ア

グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
」
と
題

し
て
、
ま
た
、
東
京
大
学
大

学
院
教
授
の
鈴
木
宣
弘
氏
が

「
農
は
国
の
本
な
り
〜
地
域

と
食
と
命
を
守
る
〜
」
と
題

し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
。

宿
泊
は
ル
ー
ト
イ
ン
松

江
。２

日
目
は
現
地
視
察
研
修

を
実
施
す
る
。
農
場
視
察
で

は
、
今
年
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー

ラ
ー
を
設
置
し
た
、
大
規
模

酪
農
の
㈱
来
島
牧
場
（
飯
石

郡
飯
南
町
）
と
、
和
牛
肥
育

の
藤
増
牧
場
（
出
雲
市
知
井

宮
町
）
を
視
察
す
る
。

そ
の
後
は
出
雲
市
内
に

て
、古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
、

島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
出
雲
大

社
を
見
学
し
、「
ツ
イ
ン
リ
ー

ブ
ス
ホ
テ
ル
出
雲
」に
宿
泊
。

３
日
目
は
朝
食
後
解
散
。

問
い
合
わ
せ
は
当
協
会
ま

で
。 能

登
半
島
地
震
か
ら
約
８

ヵ
月
が
経
っ
た
、
石
川
県
輪

し
ろ
よ
ね
せ
ん
ま
い

だ

島
市
の「
白
米
千
枚
田
」（
８

月
１９
日
）。日
本
海
に
面
し
た

４
ha
の
斜
面
に
１
０
０
４
枚

の
水
田
が
広
が
る
棚
田
で
、

世
界
農
業
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
た「
能
登
の
里
山
里
海
」

の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
。

能
登
半
島
地
震
で
、
田
ん

ぼ
の
約
８
割
に
亀
裂
が
入
っ

た
り
、
水
路
が
壊
れ
た
り
し

た
が
、
地
元
の
「
白
米
千
枚

田
愛
耕
会
」
を
中
心
に
修
復

が
続
け
ら
れ
、
５
月
１８
日
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
３０
人
と
共

に
、
比
較
的
被
害
の
少
な
か

っ
た
約
１
２
０
枚
（
写
真
右

下
）の
田
植
え
が
行
わ
れ
た
。

今
後
も
少
し
ず
つ
修
繕
を

重
ね
、
能
登
の
原
風
景
を
復

興
し
て
い
く
。

「白米千枚田」能登半島地震からの復興物語

２５
年
度

概
算
要
求

農
水
予
算
２
兆
６３８９
億
円

２５
年
度

概
算
要
求

農
水
予
算
２
兆
６３８９
億
円

世界農業遺産「能登の里山里海」を守る

改
正
基
本
法
を
踏
ま
え
て
１６
％
増

農
水
省
は
８
月
３０
日
、２５
年
度
農
林
水
産
予
算
の
概
算
要
求
を
財
務
省
に
提
出
し
た
。

総
額
は
２
兆
６
３
８
９
億
円
で
、
２４
年
度
当
初
予
算
を
１６
％
上
回
る
。
改
正
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
を
踏
ま
え
、
初
動
の
５
年
間
で
施
策
（
▽
食
料
安
全
保
障
の
強
化
▽

農
業
の
持
続
的
な
発
展
な
ど
）
を
集
中
的
に
実
行
す
る
た
め
、
増
額
を
求
め
た
。

来島牧場の新しいロータリーパーラー

今
年
は
島
根
県
で
開
催

１１月１９日
～２１日

全
国
開
拓
青
年
・
女
性
研
修
会

祝
賀
会

祝
賀
会

北海道チクレン５０周年
チクレンミート４０周年
北海道チクレン５０周年
チクレンミート４０周年

・「食料・農業 知っておきたい話」－１３７－（２面）
・「地域計画」で農地の１０年後を展望 （３面）
・来年もまた笑顔で―栃木開拓 畜産家族親睦会

（４面）
・農場拝見 齋藤牧場（岩手） （５面）
・乳牛のサシバエ対策―幼虫生息場所の清掃が
大事 （６面）
・交雑種、堆肥化時の温室効果ガス半減 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

新津会長の挨拶

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
が
決
定
し
た
２５
年

度
農
林
水
産
関
係
予
算
概
算

要
求
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農

関
係
の
主
な
事
業
と
要
求
額

は
次
の
と
お
り
。
要
求
額
の

（

）
内
は
２４
年
度
当
初
予

算
額
。

★
畜
産
・
酪
農
の
生
産
基

盤
の
強
化

①
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

飼
料
生
産
力
・
生
産
体
制

強
化
対
策
事
業
等
１０
億
円

（
８
億
円
）

遺
伝
子
解
析
技
術
等
を
活

用
し
た
家
畜
改
良
の
推
進
、

肉
用
牛
の
出
荷
月
齢
の
早
期

化
、
和
牛
の
信
頼
確
保
の
た

め
の
遺
伝
子
型
の
検
査
、
乳

用
牛
の
長
命
連
産
性
向
上
に

資
す
る
適
切
な
飼
養
管
理
の

普
及
促
進
の
取
り
組
み
等
を

支
援
。

②
畜
産
・
酪
農
に
お
け
る

環
境
負
荷
低
減
等
の
取
り
組

み
の
推
進

飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型
酪

農
・
肉
用
牛
産
地
支
援
６１
億

円
の
内
数
（
―
）
、
農
山
漁

村
地
域
整
備
交
付
金
９
０
５

億
円
の
内
数
（
７
７
０
億
円

の
内
数
）
、
持
続
可
能
性
配

慮
型
畜
産
推
進
事
業
１
億
円

（
１
億
円
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
者
等

が
連
携
し
た
有
機
飼
料
の
生

産
拡
大
、
家
畜
排
せ
つ
物
処

理
施
設
の
機
能
強
化
、
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
配
慮

し
た
飼
養
管
理
の
普
及
・
定

着
や
畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
等
を
支
援
。

★
肥
料
の
国
産
化
・
安
定

供
給国

内
肥
料
資
源
の
利
用
拡

大
・
広
域
流
通
に
向
け
た
堆

肥
等
の
高
品
質
化
・
ペ
レ
ッ

ト
化
等
に
必
要
な
施
設
整

備
、
ほ
場
で
の
効
果
実
証
な

ど
を
支
援
１
億
円
（
０
・
３

億
円
）

★
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
、
飼
料
の
安
定
供
給

①
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大

飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型
酪

農
・
肉
用
牛
産
地
支
援
６１
億

円
（
―
）
、
飼
料
増
産
・
安

定
供
給
対
策
の
う
ち
国
産
飼

料
増
産
対
策
事
業
２０
億
円
の

内
数
（
１８
億
円
の
内
数
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
者
等

の
連
携
に
よ
る
計
画
的
な
飼

料
増
産
や
飼
料
品
質
向
上
の

取
り
組
み
、
地
域
計
画
に
基

づ
く
飼
料
産
地
づ
く
り
の
青

刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
生

産
推
進
、
飼
料
生
産
組
織
の

体
制
強
化
等
を
支
援
。

②
草
地
関
連
基
盤
整
備

〈
公
共
〉

３
９
５
２
億
円
の
内
数

（
３
３
２
６
億
円
の
内
数
）

草
地
に
立
脚
し
た
畜
産
経

営
の
展
開
に
必
要
と
な
る
基

盤
整
備
等
を
推
進
。

★
経
営
安
定
対
策
の
充
実

①
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策２

２
９
６
億
円
（
２
２
９

６
億
円
）

畜
種
ご
と
の
特
性
に
応
じ

て
、
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給

金
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

交
付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
、

肉
豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚

マ
ル
キ
ン
）
、
加
工
原
料
乳

生
産
者
補
給
金
、
鶏
卵
生
産

者
経
営
安
定
対
策
事
業
等
に

よ
り
、
畜
産
・
酪
農
経
営
の

安
定
を
支
援
。

★
家
畜
伝
染
病
、
病
害
虫

等
へ
の
対
応
強
化

①
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

９３
億
円
（
８８
億
円
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

侵
入
防
止
の
た
め
の
水
際
で

の
検
疫
措
置
等
を
支
援
。

②
消
費
・
安
全
対
策
交
付

金
２３
億
円
（
１７
億
円
）

豚
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
発
生
予
防
の
た
め
、

飼
養
衛
生
管
理
の
向
上
や
農

場
の
分
割
管
理
の
推
進
、
野

生
動
物
対
策
の
強
化
等
を
支

援
す
る
と
共
に
、
重
要
病
害

虫
の
侵
入
防
止
・
ま
ん
延
防

止
等
を
支
援
す
る
ほ
か
、
農

畜
水
産
物
や
加
工
食
品
中
の

有
害
化
学
物
質
・
微
生
物
の

調
査
、
安
全
性
向
上
対
策
の

有
効
性
の
検
証
等
を
支
援
。

【
飲
用
乳
も
大
丈
夫
か
】

生
産
現
場
の
疲
弊
を
顧
み

ず
「
余
っ
て
い
る
」
と
言
い

続
け
、
減
産
要
請
（
水
田
潰

せ
、
牛
殺
せ
）
、
低
価
格
、

赤
字
の
放
置
、
備
蓄
運
用
を

し
な
い
、
と
い
っ
た
短
絡
的

な
政
策
が
、
「
コ
メ
不
足
」

「
バ
タ
ー
不
足
」
を
顕
在
化

さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
、
メ
ン

ツ
の
た
め
に
「
不
足
で
は
な

い
」
と
言
い
張
り
、
傷
口
を

広
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

特
に
、
今
「
コ
メ
不
足
」

が
大
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
つ
い
に
「
飲
む
牛
乳
も

消
え
始
め
た
の
か
？
」
と
心

配
さ
れ
る
写
真
を
福
岡
の
知

人
か
ら
い
た
だ
い
た
。
台
風

の
影
響
に
よ
る
、
物
流
の
滞

り
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
２３
年

１
月
２３
日
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
な
ど
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
も「
酪

農
の
疲
弊
を
放
置
す
れ
ば
、

子
ど
も
に
牛
乳
が
飲
ま
せ
ら

れ
な
く
な
る
事
態
が
近
づ

く
」
と
何
度
も
報
道
し
て
く

れ
た
。
つ
い
に
、
そ
れ
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
た
。

【「
セ
ル
フ
兵
糧
攻
め
」】

今
こ
そ
国
内
の
生
乳
生
産

を
増
や
し
、
危
機
に
備
え
て

国
民
の
命
を
守
る
体
制
強
化

が
急
務
の
は
ず
だ
。
だ
が
、

酪
農
家
は
、
飼
料
価
格
も
肥

料
価
格
も
２
倍
近
く
、
燃
料

５
割
高
が
続
い
て
赤
字
は
膨

ら
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
国

が
「
余
っ
て
い
る
か
ら
、
牛

乳
を
搾
る
な
。
牛
を
殺
せ
」

と
い
う
の
で
は
、ま
さ
に「
セ

ル
フ
兵
糧
攻
め
」
だ
。
生
産

を
立
て
直
し
て
自
給
率
を
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

に
、
み
ず
か
ら
そ
れ
を
削
ぎ

落
と
す
よ
う
な
政
策
を
や
っ

て
き
た
。

他
の
国
は
逆
だ
。
コ
ロ
ナ

危
機
で
在
庫
が
増
え
た
の

は
、
買
い
た
く
て
も
買
え
な

い
人
が
増
え
た
か
ら
で
あ
っ

て
、
実
際
に
は
足
り
て
い
な

い
。
だ
か
ら
農
家
に
は
頑
張

っ
て
増
産
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
を
政
府
の
責
任
で
子
ど
も

食
堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
届

け
、
国
内
外
に
人
道
援
助
物

資
と
し
て
届
け
る
。
そ
の
よ

う
に
出
口
（
需
要
）
を
政
府

が
創
出
し
、
消
費
者
も
農
家

も
と
も
に
助
け
る
政
策
へ
の

財
政
出
動
を
各
国
は
や
っ
て

い
る
。
米
国
・
カ
ナ
ダ
・
Ｅ

Ｕ
で
は
、
設
定
さ
れ
た
最
低

限
価
格
で
政
府
が
乳
製
品
を

買
い
上
げ
、
国
内
外
の
援
助

に
回
す
仕
組
み
を
維
持
し
て

い
る
。

日
本
が
国
内
在
庫
を
国
内

外
の
援
助
に
使
わ
な
い
の
は

な
ぜ
か
？
か
つ
て
国
士
と
い

わ
れ
た
農
水
大
臣
が
、
周
囲

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
脱
脂

粉
乳
の
在
庫
を
途
上
国
に
援

助
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
市

場
を
奪
っ
た
と
し
て
逆
鱗
に

触
れ
た
と
の
説
が
あ
る
。
彼

は
も
う
こ
の
世
に
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
政
治
や
行
政
の

側
に
は
農
家
や
国
民
の
心
配

よ
り
も
自
分
の
地
位
や
保
身

の
心
配
ば
か
り
し
て
い
る
状

況
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

日
本
だ
け
は
、
酪
農
で
は

「
脱
脂
粉
乳
在
庫
が
過
剰
だ

か
ら
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
１
頭

処
分
す
れ
ば
１５
万
円
払
う
か

ら
、
４
万
頭
殺
せ
」
な
ど
と

い
う
政
策
を
打
ち
出
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
そ

の
う
ち
需
給
が
ひ
っ
迫
し
て

足
り
な
く
な
る
の
は
当
然

で
、
そ
の
と
き
に
な
っ
て
慌

て
て
も
牛
の
種
付
け
を
し
て

牛
乳
が
搾
れ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
少
な
く
と
も
３
年
は
か

か
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
バ

タ
ー
が
足
り
な
い
と
い
い
始

め
た
。

【
酪
農
家
を
こ
れ
以
上
苦

し
め
る
な
】

そ
も
そ
も
、
１４
年
の
バ
タ

ー
不
足
で
、
国
は
増
産
を
促

し
、
農
家
は
借
金
し
て
増
産

に
応
じ
た
の
に
、今
度
は「
余

っ
た
か
ら
搾
る
な
」
と
２
階

に
上
げ
て
ハ
シ
ゴ
を
外
す
よ

う
な
こ
と
を
す
る
。
不
足
と

過
剰
へ
の
場
当
た
り
的
な
対

応
を
要
請
さ
れ
、
酪
農
家
は

翻
弄
さ
れ
、
疲
弊
し
て
き
た

歴
史
を
も
う
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
。
酪
農
家
が
限
界

に
来
て
い
る
。

牛
は
水
道
の
蛇
口
で
は
な

い
。時
間
の
ズ
レ
が
生
じ
て
、

生
産
調
整
は
必
ず
チ
グ
ハ
グ

に
な
る
。
生
産
調
整
、
減
産

を
や
め
て
、
販
売
調
整
、
出

口
対
策
こ
そ
不
可
欠
だ
。
増

産
し
て
も
ら
っ
て
、
国
の
責

任
で
、
脱
脂
粉
乳
や
バ
タ
ー

の
備
蓄
も
増
や
し
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
に
も

届
け
、
海
外
支
援
に
も
活
用

す
れ
ば
、
消
費
者
も
生
産
者

も
、
皆
が
助
か
り
、
食
料
危

機
に
も
備
え
ら
れ
る
の
に
、

そ
れ
を
放
棄
し
た
。

不
足
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
も
、
「
減
産
要
請
し
た

の
に
簡
単
に
方
向
性
を
変
え

こ

け
ん

た
ら
、
沽
券
に
か
か
わ
る
」

か
の
よ
う
に
、
減
産
要
請
を

続
け
、
バ
タ
ー
の
輸
入
を
増

や
し
て
対
応
し
た
。そ
し
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
飲
む
牛
乳

さ
え
も
不
足
し
始
め
る
の
が

心
配
さ
れ
る
状
況
だ
。
役
人

の
メ
ン
ツ
の
た
め
に
農
家
と

国
民
、
子
ど
も
達
を
犠
牲
に

し
て
は
な
ら
な
い
。

【
備
蓄
費
用
は
安
全
保
障

の
コ
ス
ト
】

繰
り
返
す
が
、
供
給
サ
イ

ド
で
調
整
し
よ
う
と
、搾
れ
、

搾
る
な
で
、
酪
農
家
を
振
り

回
し
て
疲
弊
さ
せ
る
の
を
や

め
、
出
口
・
需
要
を
創
る
た

め
に
財
政
出
動
す
る
。
つ
ま

り
、
生
産
調
整
か
ら
販
売
調

整
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ

る
。
コ
メ
だ
け
で
な
く
、
バ

タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
は
政
府
が

も
っ
と
買
い
上
げ
、
不
足
時

に
は
放
出
す
れ
ば
よ
い
。

そ
ん
な
金
が
ど
こ
に
あ
る

と
財
政
当
局
は
一
蹴
す
る
だ

ろ
う
が
、
ま
ず
命
を
守
る
食

料
を
し
っ
か
り
と
国
内
で
確

保
す
る
た
め
に
、
仮
に
１
兆

円
２
兆
円
か
か
っ
て
も
、
そ

れ
こ
そ
が
「
国
防
」
で
は
な

い
か
。
備
蓄
費
用
は
安
全
保

障
の
コ
ス
ト
だ
と
認
識
す
べ

き
だ
。

第137回

農
水
省
は
８
月
３０
日
、
２３

年
度
の
日
本
型
直
接
支
払

（
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
及
び
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
）
の
実
施

状
況
を
公
表
し
た
。

㈠
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
農
業
・
農
村
が
有
す
る
多

面
的
機
能
が
適
切
に
維
持
・

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
農
業
者

等
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
団
体

が
行
う
、
地
域
の
共
同
活
動

を
支
援
す
る
。
（
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
、
石
川
県
は
未

集
計
）

・
農
地
維
持
支
払
交
付
金

水
路
、
農
道
等
の
基
礎
的

な
保
全
活
動
等
へ
の
支
援
。

対
象
市
町
村
数
は
１
４
３
２

市
町
村
、
認
定
農
用
地
面
積

は
２
３
０
万
４
８
６
３
ha

で
、
前
年
度
に
比
べ
１
万
３

３
９
６
ha
（
０
・
６
％
）
減

少
。㈡

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金

平
地
と
の
農
業
生
産
条
件

の
不
利
を
補
正
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
生
産
活
動
等
を

維
持
し
、
多
面
的
機
能
の
確

保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。交

付
市
町
村
数
は
１
０
０

２
市
町
村
で
、
認
定
面
積
は

６５
万
９
４
９
９
ha
（
前
年
度

比
０
・
５
％
増
）
。

㈢
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

等
が
、
化
学
肥
料
及
び
化
学

合
成
農
薬
を
原
則
５
割
以
上

低
減
す
る
取
り
組
み
と
、
合

わ
せ
て
行
う
地
球
温
暖
化
防

止
や
、
生
物
多
様
性
保
全
等

に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
を

支
援
す
る
。

実
施
市
町
村
数
は
８
７
７

市
町
村
で
、
実
施
面
積
は
８

万
６
５
４
５
ha（
同
４
・
５
％

増
）と
、大
き
く
増
加
し
た
。

農
水
省
は
８
月
３０
日
、
２５

年
度
の
税
制
改
正
要
望
を
決

め
た
。
主
要
事
項
は
次
の
と

お
り
。

①
持
続
的
な
食
料
シ
ス
テ

ム
の
確
立
に
向
け
た
農
業
と

食
品
産
業
の
連
携
強
化
等
の

促
進
に
係
る
税
制
上
の
所
要

の
措
置（
所
得
税
・
法
人
税
、

登
録
免
許
税
）

②
農
業
経
営
基
盤
強
化
準

備
金
制
度
（
交
付
金
を
準
備

金
と
し
て
積
み
立
て
た
場
合

及
び
同
準
備
金
・
交
付
金
を

活
用
し
て
農
用
地
等
を
取
得

し
た
場
合
の
経
費
算
入
）
の

２
年
延
長
等
（
所
得
税
・
法

人
税
）

③
農
用
地
利
用
集
積
等
促

進
計
画
に
基
づ
き
取
得
す
る

農
用
地
区
域
内
に
あ
る
土
地

に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措

置
（
取
得
価
格
か
ら
１
／
３

控
除
）
の
２
年
延
長
（
不
動

産
取
得
税
）

④
農
業
協
同
組
合
等
が
一

定
の
資
金
の
貸
付
け
を
受
け

て
取
得
し
た
共
同
利
用
施
設

に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措

置
（
取
得
価
格
の
う
ち
貸
付

金
相
当
分
を
控
除
、
上
限
１

／
２
）
の
２
年
延
長
（
不
動

産
取
得
税
）

⑤
農
業
協
同
組
合
等
が
一

定
の
資
金
の
貸
付
け
を
受
け

て
取
得
し
た
共
同
利
用
機
械

等
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例

措
置
（
３
年
間
、
１
／
２
）

の
２
年
延
長（
固
定
資
産
税
）

２５
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜
産
・
酪

農
関
係

）

２５
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜畜
産産
・・
酪酪

農農
関関
係係

）

実
施
面
積
４
・
５
％
増

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

２５
年
度
農
水
省
税
制
改
正
要
望
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農
水
省
は
８
月
８
日
、
２３

年
度
食
料
需
給
表
（
概
算
）

を
公
表
し
た
。
畜
産
物
の
う

ち
肉
類
（
牛
・
豚
・
鶏
肉
、

そ
の
他
の
肉
）
の
重
量
ベ
ー

ス
の
自
給
率
（
国
内
生
産
量

／
国
内
消
費
仕
向
量
×
１
０

０
）
が
４
年
連
続
で
５３
％
に

と
ど
ま
っ
た
。

牛
肉
は
、
自
給
率
４０
％
と

前
年
よ
り
１
㌽
上
昇
し
た

が
、
国
民
１
人
・
１
年
当
た

り
供
給
純
食
料
（
消
費
に
直

接
利
用
可
能
な
形
態
の
数

量
）
は
６
・
１
㎏
で
前
年
よ

り
わ
ず
か
に
減
少
し
た
（
下

表
）。豚肉

は
、
自
給
率
４９
％
と

前
年
と
同
様
で
、国
民
１
人
・

１
年
当
た
り
供
給
純
食
料
も

前
年
と
同
じ
１３
・
１
㎏
に
と

ど
ま
っ
た
。
肉
類
全
般
で
も

０
・
４
㌽
の
減
と
な
っ
た
。

肉
類
の
国
内
生
産
量
は
３

４
９
万
７
千
ｔ
（
前
年
度
比

０
・
７
㌽
増
）
で
、
輸
入
量

が
３
０
０
万
７
千
ｔ
（
４
・

９
㌽
減
）
だ
っ
た
。
国
内
生

産
量
と
輸
入
量
の
合
計
か
ら

輸
出
量
１
万
９
千
ｔ
を
差
し

引
き
、
在
庫
の
増
減
量
を
考

慮
し
て
算
出
し
た
「
国
内
消

費
仕
向
量
」
が
６
５
５
万
１

千
ｔ
で
、
こ
の
結
果
、
肉
類

の
自
給
率
は
５３
％
と
な
っ

た
。品

目
別
に
み
る
と
、
牛
肉

は
国
内
生
産
量
５０
万
２
千
ｔ

（
１
㌽
増
）
、
国
内
消
費
仕

向
量
１
２
４
万
３
千
ｔ
（
１

・
３
㌽
減
）
で
自
給
率
が
４０

％
（
１
㌽
増
）
。
豚
肉
の
自

給
率
が
４９
％
（
同
率
）
、
鶏

肉
の
自
給
率
が
６５
％
（
１
㌽

減
）
だ
っ
た
。
ま
た
、
鶏
卵

の
自
給
率
が
９６
％
（
１
㌽

減
）
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
自

給
率
は
６３
％
（
１
㌽
増
）
と

な
っ
た
。

農
地
の
売
買
・
貸
借
に
係

る
手
続
き
は
、
２５
年
４
月
か

ら
市
町
村
が
作
成
す
る
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
（
通

称
：
集
積
計
画
）
」
か
ら
、

前
月
号
で
紹
介
し
た
農
地
バ

ン
ク
を
経
由
し
た
農
用
地
利

用
集
積
促
進
計
画
（
促
進
計

画
）
に
一
本
化
さ
れ
る
。

移
行
期
間
は
あ
る
も
の

の
、
農
村
現
場
で
は
ま
だ
ま

だ
新
制
度
に
対
す
る
認
知
度

が
低
い
た
め
、
今
後
も
継
続

的
に
普
及
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
月
号
で
は
、

促
進
計
画
と
も
深
い
関
わ
り

が
あ
る
「
地
域
計
画
」
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

▽
地
域
計
画
と
は
？

「
地
域
計
画
」
と
は
、
そ

の
地
域
の
１０
年
後
を
見
据
え

て
、
「
将
来
、
こ
の
地
域
の

農
地
を
誰
が
利
用
し
、
ど
う

ま
と
め
て
利
用
し
て
い
く

か
」
「
農
地
を
含
め
、
地
域

農
業
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・

発
展
し
て
い
く
か
」
に
つ
い

て
、
地
域
の
農
業
者
、
行
政
、

団
体
な
ど
の
幅
広
い
関
係
者

が
協
議
を
重
ね
て
作
る
計
画

だ
。
端
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
図

の
と
お
り
。
従
来
の
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
に
、
地
域
農

業
（
農
地
利
用
）
の
将
来
の

あ
り
方
を
示
し
た
目
標
地
図

が
加
わ
っ
た
。
農
地
に
関
す

る
決
め
事
は
、
目
標
地
図
が

基
本
と
な
る
。

▽
地
域
計
画
は
全
て
の
農

地
が
対
象
と
な
る
の
か
？

「
基
本
構
想
」
を
作
成
し

て
い
る
市
町
村
内
に
存
在
す

る
市
街
化
区
域
の
農
地
を
除

き
、関
係
者
の
協
議
の
結
果
、

将
来
、
農
業
上
の
利
用
を
行

う
農
地
は
、
地
域
計
画
に
含

め
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
ご

と
に
実
状
が
異
な
る
た
め
、

地
域
の
関
係
者
で
十
分
に
協

議
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。▽

補
助
事
業
の
要
件
化
は

地
域
計
画
の
実
現「
後
押
し
」

地
域
計
画
の
作
成
が
、
補

助
事
業
の
採
択
要
件
と
捉
え

て
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

も
多
い
か
と
思
う
が
、
地
域

計
画
を
作
成
し
て
い
な
い
と

補
助
事
業
の
採
択
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
、
と
い
っ
た
も

の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
地
域
計
画
の
実

現
を
後
押
し
す
る
た
め
、
今

後
、
地
域
計
画
を
作
成
し
て

い
る
こ
と
を
採
択
要
件
と
す

る
事
業
を
仕
組
ん
で
い
く
予

定
だ
と
い
う
。

▽
で
き
る
限
り
作
成
を

前
述
の
と
お
り
、
今
後
、

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
て
、
地
域
計
画
の
実
現
を

支
援
す
る
補
助
事
業
や
、
補

助
事
業
の
優
遇
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
基
盤
整
備
な

ど
の
た
め
に
地
域
で
話
し
合

い
を
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
成
果
を

地
域
計
画
の
作
成
に
活
か

し
、
補
助
事
業
に
も
活
用
し

て
ほ
し
い
。

農
地
の
集
積
と
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
に
向
け
た
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
る
の

で
、
地
域
全
体
で
十
分
に
協

議
を
行
い
、
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

ま
ん
が
ん

し

富
山
県
富
山
市
の
万
願
志

開
拓（
地
名
は
万
願
寺
）は
、

県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

台
地
で
、
標
高
は
９０
〜
２
４

０
ｍ
。
積
雪
量
は
約
１
・
５

ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

土
壌
は
赤
土
の
粘
土
質

で
、
強
酸
性
の
地
力
の
乏
し

い
土
地
だ
っ
た
。
こ
の
地
区

の
近
く
に
、
富
山
県
農
業
試

験
場
（
現
、
県
立
中
央
農
業

高
校
）
が
あ
り
、
当
時
あ
ま

り
営
農
試
験
成
績
が
上
が
っ

て
お
ら
ず
、
場
長
よ
り
「
こ

の
土
地
は
開
拓
不
適
地
で
あ

る
」
と
の
勧
告
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
１７
〜
３０
歳
の
若

い
力
を
結
集
し
て
事
に
当
た

り
、
比
較
的
平

坦
な
土
地
で
、

機
械
化
農
法
で

や
れ
ば
で
き
な

い
こ
と
は
な

い
。
笹
や
松
に

覆
わ
れ
た
不
良

土
壌
も
、
開
墾

熟
畑
化
す
れ
ば

充
分
な
営
農
成

果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
、

と
の
確
信
が
あ

っ
た
。

２０
名
が
入
植
し
た
４６
年
か

ら
４８
年
春
ま
で
は
共
同
経
営

だ
っ
た
。
粗
末
な
丸
太
小
屋

か
ら
、
４６
年
１２
月
に
は
住
宅

資
金
を
出
し
合
っ
て
共
同
宿

舎
が
で
き
た
。

初
め
は
鎌
や
鍬
で
の
手
作

業
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
土
地

を
肥
沃
な
一
面
緑
の
畑
に
変

え
る
の
だ
、
と
い
う
共
通
の

想
い
で
頑
張
り
続
け
た
。

４７
年
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
が

導
入
さ
れ
、
開
墾
も
は
か
ど

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
の
後
は
次
第
に
個
人
経

営
に
移
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

家
庭
を
築
い
て
い
っ
た
。

ス
イ
カ
や
ダ
イ
コ
ン
が
主

に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

堆
肥
を
確
保
す
る
た
め
に
、

乳
牛
な
ど
の
家
畜
も
少
し
ず

つ
導
入
し
て
い
っ
た
。

不
良
土
壌
を
改
善
す
る
た

め
に
、
堆
肥
な
ど
の
施
肥
の

方
法
を
学
ん
だ
り
、
ス
イ
カ

の
先
進
地
に
視
察
に
行
っ
た

り
と
、
で
き
る
限
り
の
最
善

を
尽
く
し
た
。

４８
年
に
は
万
願
志
開
拓
農

協
が
発
足
し
、
販
売
部
が
ス

イ
カ
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
販

売
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

品
種
の
選
定
な
ど
も
あ
り
、

大
変
良
い
品
質
の
作
物
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

乳
牛
を
増
頭
し
、
本
格
的

に
酪
農
を
経
営
す
る
農
家
も

出
て
き
た
。

９８
年
に
は
神
明
社
（
地
元

の
氏
神
様
）
の
境
内
に
、
開

拓
一
世
が
中
心
と
な
り
、
入

植
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

今
も
次
世
代
の
開
拓
者

が
、
ス
イ
カ
や
ダ
イ
コ
ン
、

酪
農
な
ど
を
引
き
継
い
で
い

る
。

粗
飼
料
の
輸
入
情
勢
は
、

世
界
で
不
穏
な
状
況
が
続
い

て
お
り
、
堅
調
な
相
場
が
続

い
て
い
る
。

品
質
に
関
し
て
は
、
高
温

な
気
候
が
続
い
た
割
に
は
、

全
体
的
に
は
高
品
質
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

《
コ
ン
テ
ナ
船
》

中
東
の
紛
争
の
影
響
で
、

ス
エ
ズ
運
河
の
航
行
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
中
米
の
パ
ナ
マ
運

河
は
、
昨
年
か
ら
の
降
雨
不

足
に
よ
る
通
航
制
限
は
、
徐

々
に
緩
和
さ
れ
て
き
た
。

《
チ
モ
シ
ー
》

米
国
産
は
、
一
番
刈
り
の

多
く
は
上
級
品
で
、
米
国
内

で
馬
糧
向
け
の
引
き
合
い
が

強
く
、
価
格
は
堅
調
な
推
移

と
な
っ
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
産
は
、
高
温
な
日

が
続
い
た
こ
と
で
、
中
級
品

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
収
量

は
例
年
を
下
回
る
見
通
し
。

《
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
》

米
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で

は
、
二
番
刈
り
は
品
質
良
好

な
も
の
が
多
く
収
穫
さ
れ
て

い
る
。
日
本
や
中
国
の
需
要

が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
産
地
取
引
は
鈍
い
。

《
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
》

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

は
、
一
番
刈
り
は
上
〜
中
級

品
が
多
く
収
穫
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
産
地
相
場
が

低
迷
し
、
二
番
刈
り
を
行
わ

な
い
生
産
者
も
多
く
、
生
産

量
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。

１０
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

１０
月

２
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会

３
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
東
京
）

４
日

同
事
業
概
況
説
明
会

（
熊
本
）

１８
日

ゆ
う
き
青
森
農
協
枝

肉
共
励
会
（
東
京
）

１８
日

宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝

肉
共
進
会
（
熊
本
）

１９
日

岩
手
花
平
農
協
乳
牛

共
進
会

２１
日

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

株
主
総
会

２５
日

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共

励
会
（
東
京
）

２９
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

３０
日

全
開
連
通
常
総
会
・

理
事
会
・
監
事
会

国民１人・１年当たり供給純食料及び国内生産量の前年度比較

種別・品目別
国民１人・１年当たり
供給純食料（㎏：％） 国内生産量（千ｔ：％）

２２年度 ２３年度 増減量 増減率 ２２年度 ２３年度 増減量 増減率

肉 類 ３４．０ ３３．９ ▲０．１ ▲０．４ ３，４７３ ３，４９７ ２４ ０．７

牛肉 ６．２ ６．１ ▲０．１ ▲１．３ ４９７ ５０２ ５ １．０

豚肉 １３．１ １３．１ ０．０ ０．０ １，２８７ １，２９８ １１ ０．９

鶏肉 １４．６ １４．４ ▲０．２ ▲０．７ １，６８１ １，６９０ ９ ０．５

鶏 卵 １７．１ １６．５ ▲０．６ ▲３．２ ２，５５８ ２，４７８ ▲８０ ▲３．１

牛乳・乳製品 ９３．９ ９０．１ ▲３．８ ▲４．１ ７，５３３ ７，３２４ ▲２０９ ▲２．８
（農水省の資料より作成）

地域計画のイメージ

人・農地プラン
（地域農業の将来の在り方） ➡

地域計画
（地域農業の将来の在り方）

＋目標地図

「
地
域
計
画
」で
農
地
の
１０
年
後
を
展
望

若い団結力で不良土壌を克服
富山県富山市・万願志開拓

補
助
事
業
で
後
押
し

堅
調
な
相
場
が
続
く

輸
入
粗
飼
料
の
情
勢

肉
類
自
給
率
伸
び
ず
４
年
連
続
５３
％

２３
年
度
食
料
需
給
表
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栃
木
県
開
拓
農
業
協
同
組

合
は
８
月
２３
日
、
同
組
合
那

須
セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
で
、
畜

産
農
家
家
族
親
睦
会
を
開
催

し
た
。
長
年
続
い
て
い
る
親

睦
会
で
、
当
日
は
組
合
員
農

家
な
ど
９０
人
が
参
集
し
、
畜

種
や
業
態
の
壁
を
超
え
て
活

発
な
交
流
が
図
ら
れ
た
。

ス
テ
ー
キ
、
冷
し
ゃ
ぶ
、

串
揚
げ
、
餃
子
、
メ
ン
チ
カ

ツ
、
ス
イ
カ
な
ど
が
同
組
合

か
ら
提
供
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
の
差
し
入
れ

も
あ
り
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

枝
豆
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
が
人

気
を
博
し
て
い
た
。中
で
も
、

イ
ソ
シ
ン
フ
ァ
ー
ム
お
手
製

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
シ
ョ
ウ

ガ
の
漬
物
は
大
好
評
だ
っ

た
。ゲ

ー
ム
大
会
や
ヨ
ー
ヨ
ー

す
く
い
、
輪
投
げ
な
ど
も
行

わ
れ
た
ほ
か
、
牛
肉
な
ど
の

豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

大
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。子

ど
も
た
ち
も
交
え
た
参

加
農
家
か
ら
の
一
言
コ
メ
ン

ト
で
は
、
養
豚
農
家
の
宮
崎

す

み

こ

澄
子
さ
ん
は
「
開
拓
情
報
を

毎
月
と
て
も
楽
し
み
に
読
ん

で
い
る
。
有
益
な
情
報
が
沢

山
載
っ
て
い
る
」
、
ま
た
、

同
じ
く
養
豚
農
家
の
齋
藤
典

子
さ
ん
は
、「
市
議
と
し
て
、

開
拓
の
仲
間
の
た
め
に
な
る

要
望
を
届
け
て
い
け
る
よ
う

引
き
続
き
尽
力
す
る
。
年
１

回
の
こ
の
場
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

同
組
合
の
秋
元
部
長
は
、

「
こ
の
厳
し
い
状
況
下
だ
が
、

補
助
金
は
下
り
な
い
。
現
状

の
体
制
の
中
で
利
益
を
確
保

し
て
い
け
る
仕
組
み
を
構
築

し
な
く
て
は
、
来
年
、
こ
の

日
を
笑
っ
て
迎
え
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
来
年
ま
た

笑
顔
で
集
ま
る
た
め
に
我
々

が
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

と
激
励
し
た
。

来
年
も
ま
た
こ
の
場
所
で

笑
顔
で
集
ま
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
最
後
は
全
員
笑
顔

で
集
合
写
真
に
収
ま
っ
た
。

栃
木
県
開
拓
農
協
と
同
農

協
組
合
員
の
㈱
イ
ソ
シ
ン
フ

ァ
ー
ム
は
、
８
月
２１
〜
２２
日

に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
第
１７
回
「
ア
グ
リ

フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０

２
４
」
に
出
展
し
た
。

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
主

催
の
こ
の
エ
キ
ス
ポ
は
、
国

内
の
農
林
水
産
物
の
生
産
な

ど
を
行
う
事
業
者
と
、
国
産

農
林
水
産
物
・
食
品
の
調
達

に
意
欲
が
あ
る
国
内
外
の
バ

イ
ヤ
ー
を
つ
な
ぐ
商
談
会
。

全
国
か
ら
５
８
８
先
の
企
業

等
が
出
展
し
、
２
日
間
で
約

１
万
２
０
０
０
人
が
来
場
し

た
。栃

木
県
開
拓
農
協
と
㈱
イ

ソ
シ
ン
フ
ァ
ー
ム
は
、
交
雑

牛
肉
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
試

食
、
展
示
を
行
っ
た
。
同
社

は
循
環
型
農
業
を
実
践
し
て

お
り
、
堆
肥
を
用
い
て
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
栽
培
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
当
日
は
そ
れ
を
切

り
口
に
、
来
場
者
に
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

交
雑
牛
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

は
、
試
食
し
た
来
場
者
か
ら

好
評
で
、
特
に
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
は
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
流
通

に
つ
い
て
質
問
や
相
談
を
受

け
る
な
ど
、
早
速
出
展
に
よ

る
効
果
が
現
れ
た
。

会
場
に
は
、
青
森
県
の
㈲

金
子
フ
ァ
ー
ム
も
出
展
し
て

お
り
、
同
社
は
ビ
ー
フ
ジ
ャ

ー
キ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

消
費
者
が
ど
の
よ
う
な
牛

肉
を
好
ん
で
食
べ
て
い
る
か

は
生
産
者
に
と
っ
て
も
重
要

な
情
報
で
あ
る
。
ｄ
ａ
ｎ
ｃ

ｙ
ｕ
総
合
研
究
所
は
７
月
１１

日
、
「
牛
肉
調
査
」
①
〜
③

を
公
表
し
た
。
全
国
の
２０
〜

７０
代
以
上
の
男
女
９
３
１
人

か
ら
回
答
を
得
た
。

▼
調
査
①
：
価
格
の
次
に

国
内
産
を
重
視

「
牛
肉
を
購
入
す
る
際
の

重
視
項
目
」
は
、
図
１
の
と

お
り
。「
価
格
」の
次
に「
国

内
産
か
外
国
産
か
」が
高
い
。

「
１
番
購
入
頻
度
の
高
い

牛
肉
」
は
、
国
産
牛
が
４２
・

１
％
、
和
牛
が
３２
・
４
％
な

ど
。
家
庭
で
料
理
に
使
う
牛

肉
は
、
国
産
牛
肉
へ
の
支
持

の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。

「
牛
肉
の
お
い
し
さ
を
評

価
す
る
際
に
重
視
す
る
項

目
」
は
、
「
肉
の
旨
味
」
が

８５
・
９
％
、
「
柔
ら
か
さ
」

が
４９
・
６
％
、
「
ジ
ュ
ー
シ

ー
さ
」
が
２９
・
４
％
の
順
で

高
い
。

▼
調
査
②
：
若
い
世
代
ほ

ど
赤
身
肉
支
持

「
『
赤
身
主
体
の
牛
肉
』

と
『
サ
シ
の
多
い
霜
降
り
の

牛
肉
』の
ど
ち
ら
が
好
き
か
」

は
、
「
赤
身
主
体
の
牛
肉
」

が
５０
・
３
％
で
過
半
を
占
め

た
。
年
代
別
の
傾
向
を
み
る

と
、
２０
代
が
６４
・
３
％
で
最

も
高
い
（
図
２
）
。

「
赤
身
主
体
の
牛
肉
が
以

前
か
ら
好
き
だ
っ
た
か
」は
、

「
以
前
か
ら
ず
っ
と
『
赤
身

主
体
の
牛
肉
』
が
好
き
」
は

２０
代
が
６０
・
７
％
、
３０
代
が

４９
・
３
％
、
６０
代
が
４１
・
２

％
の
順
。個
別
の
回
答
で
は
、

「
サ
シ
が
強
い
牛
肉
は
胃
に

も
た
れ
量
が
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
て
き
た
」
な
ど
、
年
齢

と
と
も
に
赤
身
牛
肉
に
シ
フ

ト
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

▼
調
査
③
：
短
角
牛
・
あ

か
牛
へ
の
高
い
関
心

「
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知

度
」
は
、
「
知
っ
て
い
て
、

食
べ
た
こ
と
も
あ
る
」
は
松

阪
牛
が
９３
・
６
％
、
米
沢
牛

が
８３
・
５
％
、
神
戸
牛
が
８２

・
６
％
の
順
で
高
い
。

一
方
、「
い
わ
て
短
角
牛
」

「
く
ま
も
と
あ
か
牛
」
「
土

佐
あ
か
う
し
」
な
ど
、
希
少

種
で
も
認
知
度
や
喫
食
経
験

が
３
割
近
い
種
類
も
見
受
け

ら
れ
、
「
今
後
食
べ
た
い
と

思
っ
て
い
る
和
牛
ブ
ラ
ン

ド
」
で
も
こ
れ
ら
３
種
を
多

く
の
人
が
答
え
た
。

持
ち
歩
き
や
す
く
栄
養
豊

富
な
こ
と
か
ら
、
ス
キ
ム
ミ

ル
ク
（
脱
脂
粉
乳
）
は
注
目

の
乳
製
品
で
あ
る
。
Ｊ
ミ
ル

ク
は
、
牛
乳
乳
製
品
に
関
す

る
国
内
外
の
最
新
研
究
を
紹

介
す
る
リ
ポ
ー
ト
を
８
月
５

日
に
公
表
し
た
。

◇
腹
部
膨
満
感
な
ど
調
査

紹
介
さ
れ
た
の
は
、
コ
ス

タ
リ
カ
の
研
究
論
文
を
解
説

し
た
も
の
。
暑
い
中
で
長
時

間
運
動
し
た
後
は
、
発
汗
に

よ
っ
て
失
っ
た
水
分
や
電
解

質
を
補
給
す
る
必
要
が
あ

る
。
牛
乳
に
は
、
タ
ン
パ
ク

質
・
カ
リ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン

類
な
ど
の
、
運
動
後
の
回
復

や
水
分
補
給
に
有
益
な
栄
養

素
が
含
ま
れ
て
い
る
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
脱
脂

乳
に
は
経
口
補
水
液
と
同
等

の
水
分
補
給
効
果
が
あ
る
こ

と
や
、
全
脂
牛
乳
は
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
よ
り
も
高
い
水

分
保
持
効
果
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。

一
方
、
牛
乳
を
飲
む
と
、

乳
糖
不
耐
の
人
に
腹
部
膨
満

感
な
ど
の
不
快
な
症
状
が
出

る
場
合
が
あ
る
。研
究
で
は
、

乳
糖
を
分
解
し
た
液
状
の
ス

キ
ム
ミ
ル
ク
（
以
下
、
分
解

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
）摂
取
時
の
、

水
分
補
給
効
果
と
胃
腸
症
状

に
つ
い
て
調
べ
た
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
と

同
等
の
水
分
補
給
効
果

運
動
習
慣
が
あ
る
大
学
生

１６
名
が
、
高
温
多
湿
の
環
境

下
で
体
重
が
２
％
減
少
す
る

ま
で
自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ

ー
で
運
動
を
行
っ
た
。
運
動

終
了
後
に
約
２
Ｌ
の
試
験
飲

料
を
摂
取
し
、
腹
部
症
状
と

全
身
症
状
を
１０
段
階
で
自
己

評
価
。
試
験
飲
料
と
し
て
、

水
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、

分
解
ス
キ
ム
ミ
ル

ク
の
３
種
類
を
用

い
、
そ
れ
ぞ
れ
１

回
ず
つ
計
３
回
実

施
し
た
。

結
果
は
図
の
と

お
り
。
分
解
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
は
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
同

様
体
液
バ
ラ
ン
ス

の
維
持
に
優
れ
て

い
た
。
ま
た
、
分

解
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
の
体
液
保

持
率
（
摂
取
量
の
う
ち
体
内

に
残
っ
た
割
合
）
は
約
６９
％

で
、
水
（
約
４０
％
）
よ
り
も

有
意
に
高
く
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
（
約
５６
％
）
と
差
は

な
か
っ
た
。
胃
腸
障
害
も
軽

度
で
、
３
種
の
飲
料
に
差
は

な
か
っ
た
。

運
動
後
の
水
分
補
給
に
、

分
解
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
は
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
に
劣
ら
ず
有

効
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
全
脂
牛

乳
も
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
と
同
様

に
水
分
保
持
効
果
が
高
い
。

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
や
牛
乳
の
水

分
補
給
効
果
の
高
さ
を
普
及

し
、
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
を

図
り
た
い
。

赤
身
牛
肉
派
が
霜
降
り
派
上
回
る

来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
もももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑
顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

来来
年年
もも
まま
たた
笑笑
顔顔
でで

肉
の
旨
味
重
視
の
傾
向

開
拓
農
協
と
肩
組
み
困
難
乗
り
切
ろ
う

栃
木
開
拓
・
イ
ソ
シ
ン
フ
ァ
ー
ム
出
展

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で
販
売
促
進

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
の
新
た
な
可
能
性

運
動
後
の
水
分
補
給
に
効
果
的

栃木開拓と㈱イソシンファームのブース

Ｊミルク「ACADEMIC RESEARCH
Up Date Vol.45」より
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ＪＲ田沢湖線の小岩井駅から北に車
を１０分ほど走らせると、道の両側に小
岩井農場が見えてくる。さらに十数分
走ると、大きなため池の横に赤い屋根
がトレードマークの牛舎が見えてき
た。今回お邪魔した、齋藤牧場である。
同牧場は岩手県滝沢市にあり、標高

３４０ｍほどに位置し、経産牛を４４頭、未
経産牛を２０頭（うち預託に１０頭）の計
６４頭を飼養している。５２年に祖父が入
植・開拓し、８６年に牛舎が竣工、０４年
ごろに現在の頭数規模に落ち着いた。

ま さ ひ ろ

１１年には経営主である昌浩さん（３４歳）
み ち か

が就農し、しばらくして美慈さんと結
あ ん な こ と み

婚、杏奈さん（８歳）、琴実さん（６
歳）の４人家族である。夫妻で牧場を
経営している。
２０ha の草地でオーチャードを６割、
リードカナリーを３割、チモシーを１
割の割合で、また、５haの畑地ではデ
ントコーンを生産している。ちなみに
昌浩さんイチオシの牧草は、牛の嗜好
性は良くないが、悪環境に強いため安
定して採れるリードだとか。逆にチモ
シーは弱い草ではあるが、嗜好性や成
分が最もよいことから、一番草でどれ
だけ量を採れるかが重要と語る。また、
自家生産したデントコーンを飼料とし
て給与し、これによりできた堆肥はほ
ぼ全量、牧場内で利用することにより、
循環型酪農を実践している。
飼養管理では、遺伝的に優れている

牛をそろえることに注力している。昌
浩さんは牛乳好きだが乳糖不耐症であ
るため、Ａ２ミルクに７年ほど前から
興味を持っていたそうだ。現在はＡ２
の遺伝子を持った種雄牛のみを掛け合
わせており、後継牛を年１２頭残してい
る。そのほかは和牛の精液や受精卵を
つけてスモールで販売。さらに、牛の
性格などを見て、飼養管理しやすい牛
のみを残している。
成績をみると、年間乳量は３３万４８１０
㎏、乳脂肪率３．８５％、無脂乳固形分率
８．７６％、細菌数４千個／ml、体細胞数
８６千個／ml となっている。今年２月に
は「２３年度岩手県乳質改善大賞」を受
賞。通年で質の良い粗飼料を給与でき
たことが理由で、長年課題だった無脂
乳固形分率をようやくクリアできたと
のこと。また、岩手県内で行われる「次
世代酪農家の集い」（若手酪農家が集ま
る勉強会）にパネラー（先輩酪農家）
として参加しており、自身の取り組み

や目標を紹介するなど
して、次世代酪農家の
育成のため、積極的に
活動している。
今後の目標は、「極
論になりますが、酪農
をしているうちは、自
給飼料のみで３０㎏／頭
・日の乳量を目指したい」と答えてく
れた。１２年に当協会が主催した「ニュ
ージーランド海外研修」に昌浩さんは
参加し、エサ代をほとんどかけない大
規模な放牧酪農に衝撃を受けた。こう
した経営を目指してみたいそうだ。
取材当日はオシャレな新築の家が建
ったばかりで、数日後には新居の見学
会を控えていた。住宅メーカーの提案
で、牧場の見学会も併せて行い、２４組
が来場したそうだ。
最後に、牛乳の消費拡大のために取
り組んでいることを聞くと、消費者に
対しては、「酪農の仕事に触れて、知
ってもらいたい」と話していた。「酪

農は３Ｋ（汚い・きつい・くさい）み
たいなイメージがあるが、興味を持っ
てもらい、酪農に関わる人が増えたら
うれしい。特にヘルパーさんが増えた
ら嬉しいです！」と齋藤夫妻は語る。
国からの酪農に対する助成は十分に感
じているため、国に対する要望は特に
ないが、強いて言えば、昔に比べて賃
金の関係はかなり良くなっているが、
それでもなり手が不足していることに
危機感を感じているとのこと。国も酪
農に携わるキッカケ作りに取り組んで
ほしいそうだ。
齋藤牧場の取り組みがどのように展
開していくのか、今から楽しみである。

近年、有機栽培や農薬使用量の少な
い茶への消費者需要が高まっている。
しかし、除草剤を散布しない手取り除
草は非常に多くの労力が必要なことか
ら、除草作業の省力化・機械化が求め
られている。
農研機構は、静岡県農林技術研究所、
㈱寺田製作所と共同で、茶園の樹冠下、
雨落ち部、うね間の除草が可能な茶園
用除草機を開発した（写真）。
同機は、①うね間除草機構、②樹冠
下・雨落ち部除草機構の２種類の除草
機構を持つアタッチメント式。
うね間除草機構は、乗用型茶園管理
機から動力を得て、油圧モータを用い
て除草爪を回転させる。樹冠下・雨落
ち部除草機構は、樹冠下や雨落ち部に
除草刃が入り込み、雑草をかき取る構
造となっている。樹冠下・雨落ち部を
除草する際に茶樹を傷める恐れがある
ことから、茶樹に強く当たった場合は、

内側に縮むような機能を持つ。
２種類の除草機構は、乗用型茶園管
理機の走行部の後方に装着する構造
で、茶うねの両側を同時に除草する。
現地試験では、開発機のみで除草で
きた割合は平均８３％だった。同機によ
る除草時間と除草しきれなかった雑草
を手取り除草した時間を合わせても、

慣行の手取り除草に
比べ、除草時間を
５０％以上削減できる
ことを確認した。
同機は２３年１２月よ
り、同社から販売さ
れている。農研機構
は、同機の普及によ
り、除草作業の機械
化が促進され、大幅
な省力化が期待され
るとしている。

農水省が８月１６日に公表した「２４
年産一番茶の摘採面積、生葉収穫量
及び荒茶生産量（主産県）」による
と、摘採面積の減少傾向は依然続い
ているが、１０ａ当たり生葉収量、生
葉収穫量と荒茶生産量は前年より増
加した。
主産県（５府県）の生葉収穫量は
前年から９３００ｔ（９％）増の１１万５９００

ｔ、荒茶生産量は１３００ｔ（６％）増の
２万２３００ｔだった。１０ａ当たり生葉収
量は、天候に恵まれ、生育が順調に推
移したこともあり、前年産から１０％増
の４９３㎏となった。摘採面積は、３００ha
（１％）減の２万３５００ha だった。
県別に生葉収穫量をみると、静岡県
が５万１３００ｔ（前年比１３％増）で最も
多く、次いで鹿児島県が４万４９００ｔ

（２％増）、三重県が１万７００ｔ（８％
増）と続いている。荒茶生産量は、静
岡県１万ｔ（１０％増）、鹿児島県８４５０
ｔ（前年同）、三重県２１２０ｔ（８％増）
の順で多かった。

Ａ２ミルクにも着手
岩手県滝沢市 齋藤牧場

昌浩さん（右）と美慈さん

岩手山と赤い屋根の牛舎と新居

新開発の茶園用除草機で作業省略化
有機栽培向けの利用に期待

管理機に除草機を装着する構造
農研機構の資料から

24年産一番茶の府県別荒茶
生産量及び割合（主産県）摘採面積減少も収穫量などは増加

２４年産一番茶（主産県）
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サシバエは伝染病の媒介が疑われる
厄介な害虫で、薬剤耐性獲得による殺
虫剤の効果低下などの問題がある。東
京都農林総合研究センターは、様々な
技術を組み合わせた防除技術を検証し
た（サシバエ 都農林財団 で検索）。
１．捕獲シートの使用方法
●シートの色別捕獲数の調査：赤・
青・黄・白・黒・茶の６種類の捕獲シ
ートを設置。青が最も捕獲数が多く（写
真１）、赤・白・黒は青の半分程度で、
黄が最も少なかった。

●捕獲数：市販の捕獲シート（青）
を同センター内の牛舎とその周辺に設
置して、ハエの捕獲数を調査。７～８
月よりも気温が下がる９～１０月中旬に
かけて捕獲数が多かった。
●シートの高さと角度：地面から４０
㎝の高さに設置したシートで最も捕獲
数が多く、地面から高くなるほど少な
くなった。また、地面との角度は、粘
着面を牛舎向きにし、９０度に設置した
シートの捕獲数が最も多く、他の角度
は半数以下にとどまった。
２．成牛への飛来防除法（忌避剤）
サラダ油で５０倍に希釈した酢酸また
はハッカ油を片側前足の後面に噴霧
し、もう片側には噴霧せずにハエの飛
来数を比較した。
●噴霧量と効果持続時間：噴霧後６
時間まで酢酸・ハッカ油ともハエは飛
来せず、高い忌避効果が認められた。

日数経過とともに効果は低下した
が、酢酸はハッカ油よりも効果が高く、
噴霧量を２２ｇから８ｇ、１５ｇに減量す
ると、噴霧１日後の忌避率は８ｇ噴霧
で７１．６％、１５ｇでは８１．４％となり、２２
ｇ噴霧の８８．３％より低かったが、噴霧
２・３日後には差が少なくなった。
３．幼虫の生息場所
ふんや飼料残さが放置されやすい牛
舎内の６ヵ所を調査。ウォーターカッ
プ周辺や育成牛飼育スペースでの羽化
数が多かった（１００ｇあたり）。幼虫の
絶対量が多い堆肥盤などにおいても、
幼虫が羽化する前にふんや飼料残さを
適切に処理することが重要である。
４．産卵床を用いた幼虫防除
●サシバエが好む産卵床：牛ふん、
牛ふん＋オガクズ、TMR（牛混合飼
料）などを入れた６つのプランターを

設け、サシバエが好む産卵床を検証。
TMRからの羽化数が多いことから、
産卵数も多い事が推測された。
●昆虫成長制御剤（IGR剤）の利用：
IGR 剤混合の TMR をプランターに
入れ、牛舎の１０ヵ所に２ヵ月間設置。
同時期に牛舎前に捕獲シートを設置
し、過去２年間の平均捕獲数と比べ、
効果を検証した。捕獲数は過去２年と
比べ減少した。これはプランターに産
卵され、ふ化した多数の幼虫が IGR
剤により死滅したためとみられる。
サシバエは、飼料残さやふん尿を取
り除き、産卵場所や幼虫の生息環境を
減らすことが重要であるため、これら
の対策を複合的に行いたい。
※酢酸は第４類危険物第２石油類で、
取扱いには十分に注意が必要。噴霧に
より金属を腐食させる場合がある。

消費者が求める肉の特徴は重要な情
報である。（独）家畜改良センターの奥
村寿章氏の講演「豚肉の食味研究の現
状とその利用（肉色としまり、脂肪交
雑、脂肪質）」から、消費者が好む豚
肉の傾向等を紹介する。
◇粗脂肪含量の多い豚肉が人気
肉色は店頭での見栄え・価格・保存
性・食味性にも影響する。豚脂肪は「純
白」に近く、肉が締まって適度な粘り
があり、光沢の良いものが好まれ購入

されている。
◇筋肉内脂肪と食味性の関係
豚肉のロース肉の中に存在する、筋
肉内脂肪（以下、粗脂肪含量）が増す
と消費者の受容性が高まる。粗脂肪含
量と食味性の関係の分析では、「やわ
らかさ」「多汁性」は増し（図１）、
「線維感」は低下した。食味性で差別
化するには、粗脂肪４～５％以上が必
要となる。また、豚肉の粗脂肪含量が
多くなると、「甘い香り」「風味の持続

性」が向上した。
◇好まれる粗脂肪含量
ロース肉（焼き肉）の嗜好
順位は、粗脂肪含量が高い豚
肉（６～８％）が３．６％の豚肉
よりも嗜好性が高かった（図
２）。しかし、脂肪が多いほど
嗜好性が上がるわけではない
ため、筋肉内の粗脂肪含量の
増えすぎにも注意が必要。
また、豚肉の一価不飽和脂
肪酸（主にオレイン酸）は
「良い香り」に寄与する可能
性があり、対して多価不飽和脂肪酸（主
にリノール酸）が増すと嫌な臭いが増
す。また、飽和脂肪酸割合が高まると

嫌なニオイが低減されるが、高くなり
過ぎると脂肪が硬くなる可能性があ
る。

９月に入ってもまだ暑い。温度と湿
度を確認し、引き続き暑熱対策を実施
する必要がある。宮崎県畜産試験場は、
ウインドレス分娩豚舎の暑熱対策を強
化するため、クーリングパッド（湿ら
せたパッドを外気が通ることで、気化
熱で冷たい空気を分娩豚舎内に取り込
むもの）の外側に寒冷紗を設置。また、
分娩豚舎内の排気口側上部に扇風機を
取り付けて空気の流れを循環させるこ
とで分娩豚舎内の温度を下げる試みを
行った。
方法：同試験場川南支場の分娩豚舎
で、７～９月中旬に試験（図）を行っ
た。クーリングパッド（６ヵ所）と換
気扇（１２台）による通常の暑熱対策を
行う「対照区」と、対照区の対策に加
えて、壁かけ扇風機６台と寒冷紗３ヵ
所（写真㊧・㊨）を設置して対策を強

化した「試験区」の２区を設けた。分
娩予定日の７～１０日前の妊娠豚を毎週
木曜日に数頭ずつ計２０頭を分娩豚舎に
移動した。分娩豚舎の都合から、１週
間ごとに寒冷紗と壁かけの扇風機を付
け外し、試験区と対照区に分けた。
調査項目は、外気温と分娩豚舎内温
度、繁殖成績と残飼量とした。なお、
繁殖成績は、試験期間中の分娩豚舎内
温度が繁殖豚に及ぼす影響を評価し
た。
結果：分娩豚舎内温度と外気温の差
は、試験区では、外気温が２９℃以上の
日には分娩豚舎内温度で０．９℃、３０℃以
上の日では１．６℃の低下がみられ、対照
区に比べて有意に低下した。
繁殖成績と残飼量をみると、分娩豚
舎に移動した際に、分娩豚舎内平均気
温が２９℃以上の日の繁殖豚で４頭に残

飼があった。この４頭は、残餌のなか
った豚に比べて死産頭数、死産率が共
に高くなる傾向にあり、子豚の育成率
も低く、発情再帰日数も長くなった。
既存のウインドレス分娩豚舎の暑熱
対策を強化する２つの対策は、①寒冷

紗により日中の高温や強い日差しを和
らげた涼しい空気を分娩豚舎内に取り
込めたこと、②扇風機で空気が循環さ
れたことで分娩豚舎全体に冷気が行き
届いて温度が低下したことで効果が出
たとみられた。

乳牛のサシバエ対策
幼虫生息場所の清掃が大事

（写真２）左足のみに噴霧、右足に飛来したハエ 東京都農林総合研究センターの資料から

（写真１）粘着シートに付着したハエ

豚肉の食味研究の現状
消費者が求めるお肉とは

寒冷紗と風向きを工夫
ウインドレス分娩豚舎の暑熱対策

写真㊧壁かけ扇風機６台 写真㊨寒冷紗３ヵ所 図・写真ともに宮崎県畜産試験場の資料から
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栃木県畜産酪農研究センター（那須
塩原市）は、これまで、乳用種肥育牛
にアミノ酸バランス改善飼料（以下、
改善飼料）を給与することで、堆肥化
過程で発生する温室効果ガスの排出量
を半減できることを明らかにしている
（本紙７７９号で紹介）。
今般、同センターは同様の方法で交
雑種肥育牛に改善飼料を給与した場合
の影響・効果について、農研機構およ
び協力農家である㈱前田牧場（大田原
市）と共同で試験を行った。
【堆肥化試験】
県内の同牧場（大田原市）で、
交雑種去勢牛２４頭（導入時平均
１３ヵ月齢、平均４９５㎏）を２群に
分け試験に供試。２４ヵ月齢まで
の１１ヵ月間肥育し、出荷した。
試験区には、慣行飼料より CP

（タンパク質）が２％低く、アミノ酸
を添加した飼料を、対照区には慣行配
合飼料を給与した（TDNは両区とも
に７３％以上の設定）。給与メニューは、
両区ともに配合飼料は８～１３㎏/日・
頭、稲わらは飽食（計画では１．２㎏ほど
を想定）とした。
この試験では、ふん尿が混合した床
敷きをそれぞれ搬出。同センターの小
型堆肥化装置に充填し、堆肥化させる
際に発生した温室効果ガス（以下、
GHG）を測定した。
なお、今回の改善飼料は、過剰給与
となりやすいタンパク質原料の配合割
合を減らし、不足がちになるリジンや
メチオニンを補うことでアミノ酸の給
与バランスを改善したものである。

試験の結果、２週間堆肥
化した際の温室効果ガスの
発生量は、試験区が対照区
より約４５％少なかった（図
１）。
【経済性に係る現場実証
試験】
同牧場で、堆肥化試験と
同じ条件で肥育試験を行
い、体重の変化と枝肉成績
を検証する経済性試験を行った。
試験開始前から出荷前にかけての体
重の推移は図２の通り。対照区と試験
区の間に差は見られなかった。
枝肉格付成績については、枝肉重量
等に差は見られず、その他の項目にお
いても、同等の肉量・肉質成績を確保
した（表）。
【まとめ】
交雑種去勢牛への改善飼料の給与に
おいても、ふん尿の堆肥化時における
GHGの排出量を半減させた。枝肉重

量等にも差は見られず、生産性に影響
はなかった。以上のことから、同セン
ターは飼料中のアミノ酸バランスの改
善によるGHG削減は、交雑種も可能
であると結論付けている。
今後は、GHG削減に向けた取り組
みとして、黒毛和種去勢牛への改善飼
料の給与試験を実施し、これまでの試
験と同様に、改善飼料の給与効果の検
証を行う予定としている。
なお、当試験は伊藤記念財団の大型
研究プロジェクト事業で実施された。

農水省が公表している２３年における
「畜産経営に起因する苦情発生状況」
によると、苦情発生戸数は１３８０戸で、
前年と比べて６２戸減少した。苦情発生
率は２．２％で、近年、概ね横ばいで推移
している。
畜種別の苦情発生戸数の割合をみる
と、肉用牛が３４２戸で２４．８%（前年比

１．４㌽増）と最も多く、次いで乳用牛が
３４０戸で２４．６%（２．７㌽減）、豚が３２８戸
で２３．８％（０．９㌽増）となっている。
苦情内容別では、悪臭関連が５３．７％
（前年比０．３㌽減）、水質汚濁関連が
１６．４％（２．２㌽減）、害虫関連が９．８％
（１．５㌽減）、その他（ふん尿の流出、
騒音等）が２０．０％（３．９㌽増）となって
いる。
悪臭、水質、害虫の３つについては、
去年から割合が減少している。
また、畜種別の苦情発生率をみると、
採卵鶏が１１．３％（前年比０．２㌽増）で最
も多く、豚が９．７％（０．５㌽増）と続い

ている。飼養規模別
の苦情発生率につい
ては、ブロイラーを
除く全畜種で、飼養
規模が大きくなるほ
ど苦情発生率が高く
なっており、近年、
同様の傾向が続いて
いる。
全体の苦情発生戸
数から新規の苦情発
生戸数を除いた「同
一経営体に対する繰
り返しの苦情発生戸
数の割合」は、ブロ
イラーが７５．４%（前
年比１３．３㌽増）と最も高く、採卵鶏が
６８．１％（０．６㌽減）と続いている。全体

の３９．７％が新規の苦情だったが、過半
数の６０．３％は繰り返しの苦情だった。

農畜産業振興機構は９月１０日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２４年７月分、概算払）
を公表した。
交雑種、乳用種ともに標準的販売価
格が標準的生産費を下回ったため、交
付が行われる。肉専用種は３７都道府県
で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、交雑
種が３万１９９４．３円（６月は２万３２６５．９
円）、乳用種が４万２３８９．３円（４万
１０３６．４円）となっている。
前月分と比べると、交雑種は素畜費
が増加、乳用種は販売価格の下落と素
畜費が増加したため、交付金はそれぞ
れ増額となった。

（公社）中央畜産会は、家族経営にお
ける畜産DXを推進するため「畜産DX
専用サイト」を開設している。（※DX
とはデジタルトランスフォーメーショ
ンの略で、IT技術を活用して生活を改
善させていくといった意味を持つ。）
同会は、２１年度から３年間、７県の
畜産協会と共に、畜産DX技術の導入
が労働負担の軽減や所得の向上に与え
る効果を調査分析してきた。その成果

を情報提供するため、専用サイトが同
会HP上に開設された。
同サイトでは、①全国シンポジウム
の動画・資料、②畜産ガイドブック・
パンフレット、③関連動画（がんばる
！畜産！）と、３つのコンテンツが紹
介されている。
畜産ガイドブック・パンフレットで
は、技術を導入した際のコストと収益
性や技術概要、実際に技術を利用して

いる経営者が不便に感じている点な
ど、導入にあたって参考となる情報が
多くまとめられている。
同サイトは、「家族経営における畜

産 DX 推進事業」（https://jlia.lin.g
r.jp/chikusandx/）と検索するか、以
下のＱＲコードを読み取ることで閲覧
することが出来る。

畜産経営に起因する苦情の畜種別・内容別発生戸数（２３年）
（単位：戸、（％））

区 分 悪臭関連 水質汚濁
関 連 害虫関連 その他 合 計

乳 用 牛 ２３２（２６．９） ６５（２４．６） ３１（１９．６） ７８（２４．２） ３４０（２４．６）

肉 用 牛 ２０７（２４．０） ６９（２６．１） ４１（２６．０） ８１（２５．２） ３４２（２４．８）

豚 ２４４（２８．２） ９６（３６．４） １４（８．９） ２８ （８．７） ３２８（２３．８）

採 卵 鶏 １０５（１２．２） ２３ （８．７） ６５（４１．１） ３４（１０．６） １９１（１３．８）

ブロイラー ４７ （５．４） ６ （２．３） ２ （１．３） ６ （１．９） ５７（４．１）

馬 ５ （０．６） ２ （０．８） ０ ０．０ ４ （１．２） ９（０．７）

そ の 他 ２４ （２．８） ３ （１．１） ５ （３．２） ９１（２８．３） １１３（８．２）

合 計 ８６４（１００．０） ２６４（１００．０） １５８（１００．０） ３２２（１００．０）１，３８０（１００．０）

構 成（％） ５３．７ １６．４ ９．８ ２０ １００

注１：「悪臭関連」には、悪臭単独の苦情に加え、悪臭以外の苦情（水質汚濁、害虫発生等）を併発しているものも
含む（その他の分類も同様）。
このため、各分類の戸数を合計した戸数と、「合計」欄の戸数は一致しない。

注２：「その他」に分類される苦情の内容は、ふん尿の流出、騒音等である。

枝肉成績
試験区 対照区

枝肉重量（㎏） ５３１ ５１３
胸最長筋面積（㎠） ５７．３ ５５．５
バラの厚さ（㎝） ７．３ ７．０
皮下脂肪の厚さ（㎝） ２．７ ２．６
歩留基準値（％） ７０．６ ７０．５
BMS ３．２ ２．４

写真・図・表は農研機構、㈱前田牧場及び栃木県畜産酪農研究センターの提供

堆肥化過程の温室効果ガス排出量半減
交雑
去勢アミノ酸バランス改善飼料給与で交雑
去勢アミノ酸バランス改善飼料給与で

依然多い悪臭や水質汚濁の苦情
苦情発生状況は横ばい

交雑種・乳用種で発動
牛マルキン７月分

中央畜産会が畜産DX専用サイト開設
技術導入事例などを紹介

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

⬅
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素牛素牛
スモールスモール

滝沢市産業まつり実行委員会は８月
２４～２５日の両日、滝沢市の複合施設「ビ
ッグルーフ滝沢」において「滝祭２０２４」
を開催した。当日は多くの地元企業・
団体が出展し、地場産品の展示・販売
を行った。
岩手花平農協は今年も出展し、地元
産の牛乳、ヨーグルトの試飲・試食の
ほか、バターづくり体験を行った。会
場では、生産者や農協職員とその家族
が協力し、２日間で牛乳を１１０本（１ℓ）
分、ヨーグルト４８パック分が配られた。
両日ともに天候に恵まれ、農協のブー
スでは多くの家族連れが足を止めて試

飲した。当日は牛乳・ヨーグルトの現
地販売はなかったが、牛乳を試飲した
来場者からは「買いたかった」という
声が多く聞かれた。
また、今年は初の試みとして、農協
管内農家のちくまヶ丘農場で生産され
た、黒みつ牛（交雑牛）の試食販売も
併せて行われた。試食した来場者から、
普段購入できる場所を聞かれるなど、
こちらも好評だった。
今年の試食・試飲会も盛況のうちに
終わった。同農協は継続的に出展して
ＰＲ活動を行うことで、牛乳・乳製品
・牛肉の消費拡大を目指している。

暑さが続き動き
は鈍いが、Ｆ₁・
乳用種は底堅い

例年であれば、秋の行楽シーズンに
向けての引き合いが活発になる時期だ
が、９月になっても３０℃超えの日が続
き、おとなしい動きに留まっている。
和牛の引き合いは弱いが、輸入物の高
騰もあり、乳去勢・交雑種は底堅い動
きとなっている。
【乳去勢】８月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１０５７円（前年同月比１３７％）
となり、前月より３３円上がった。
９月になっても、代替え需要は続き、
Ｂ２で１０００円台のもちあいが続いてい
る。
【Ｆ₁去勢】８月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５６４円（同１０９％）、Ｂ２が１３９７円

（同１１３％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が７円、Ｂ２が４０円それぞれ上昇。
９月になり、出荷頭数は増加傾向に
あるが、Ｂ３で１６００円前後と、底堅い
相場展開となっている。
【和去勢】８月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
１９７７円（同９７％）、Ａ３が１７９５円（同
９９％）だった。前月に比べ、Ａ４が８
円上がり、Ａ３は２５円下がった。
９月初旬までは、Ａ４で２０００円台を
維持していたが、活発な動きとはなっ
ておらず、いまだ引き合いは弱い。
【輸入量】農畜産業振興機構は９月
の輸入量を総量で４万２００ｔ（同１０９％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万５６００ｔ（同
１０２％）、冷凍品が２万４６００ｔ（同１１３
％）。冷凍品は前年同期の輸入量が少
なかったことで、大きく上回った。
【出荷頭数】９月の出荷頭数は、和

牛３万９１００頭（同９７％）、交雑種２万
２９００頭（同１０７％）、乳用種２万５３００頭
（同９３％）と、交雑種が前年を上回る
出荷頭数となる見込み。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が９５０～１０５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６５０～１７５０円、同Ｂ
３が１６００円台、同Ｂ２が１４００～１５００円、
和牛去勢Ａ４が１９００～２０００円、同Ａ３
が１７５０～１８５０円での推移か。

記録的高値は落
ち着くも、６００円
台は維持か

８月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が７６４円（前年同月
比１０８％）、中物は７４０円（同１０７％）と
なった。前月に比べ上物が６７円、中物
も６８円それぞれ下がった。下旬になっ
て一気に６００円台まで下落した。季節
的に下がる時期でもあり、記録的な高
値は落ち着いてきた。
９月に入り、上物で６００円台後半の動
きとなっており、中旬には再び７００円台
となった。輸入物の高騰もあり、国産

への引き合いはいま
だ強く、高値維持は
もうしばらく続きそ
う。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
９月は１３２万頭（前
年同月比１０２％）と、
前年をやや上回りそ
う。しかし、猛暑の
影響は続くとみら
れ、出荷頭数は伸び
ない可能性がある。
農畜産業振興機構

の需給予測によると、９月の輸入量は
総量で８万２６００ｔ（同１３４％）と、前年
より増加する見込み。内訳は、冷蔵品
３万５００ｔ（同１１４％）、冷凍品５万２１００
ｔ（同１４９％）。冷凍品は、米国などの
輸入量の増加が見込まれ、前年同月の
輸入量が少なかったこともあり、大幅
に上回る見込み。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～７００円、
中物も６００円台で推移か。

昨夏の猛暑の影
響で、スモール
頭数増加が続く

【スモール】８月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が２万１２０２円（前年同
月比５４％）、Ｆ₁（雄雌含む）は７万５１２９
円（同１０８％）と、前月に比べ、乳雄は
５万５８５５円減、Ｆ₁も７万４３５５円減と、
前月に続いての急落となった。
乳雄・Ｆ₁ともに、昨夏の猛暑で種付
け・妊娠が後ろにずれてきたことで、
頭数が過剰となってきた。もうしばら
くこの状況は続きそう。
【乳素牛】８月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の

取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万２４３７円（同９９％）、Ｆ₁去勢は３１万
８０４１円（同９６％）だった。前月に比べ
乳去勢は８４３２円、Ｆ₁去勢は１万１２９８
円、ともに下がった。
乳去勢は頭数減で、今回のスモール
が素牛出荷となるまでは頭数が少ない
とみられ、強もちあいの展開が予想さ
れる。Ｆ₁去勢も頭数減や、肉牛相場が
やや好調なことから、下がりにくいか。
【和子牛】８月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５６万５８７７円（同９７％）で、前月とほぼ同
様だった。
和牛の枝肉相場は軟調が続き、子牛
価格も動きは強まらず、弱もちあいの
展開が予想される。

８月の子牛取引状況 （頭、㎏、円）

ブロック名 品種
頭数 重量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４４５ ４６８ ３１２ ３１８ １９５，１７５ ２０３，６４３ ６２６ ６４０
Ｆ₁去 ２，１７２ ２，２１６ ３４８ ３４２ ３０８，９６９ ３２５，６６９ ８８８ ９５２
和去 １，４６４ ３，２６３ ３３７ ３４０ ６０５，６５６ ６１８，０７７ １，７９７ １，８１８

東 北
乳去 １ ３ ２１１ ２１８ ３５，２００ ５０，９６７ １６７ ２３４
Ｆ₁去 ４ ５ ３１６ ２４６ ２３１，０００ １６９，１８０ ７３１ ６８７
和去 ２，１９７ ２，５９２ ３２４ ３２６ ５６０，８２３ ５４１，５１２ １，７３２ １，６５９

関 東
乳去 ２１ ４１ ２９０ ３０４ ２８３，０６７ ２９３，１０９ ９７６ ９６３
Ｆ₁去 １６７ １８０ ３５９ ３６３ ３３９，９５９ ３３４，２５９ ９４７ ９２１
和去 ９１１ ７２７ ３２２ ３３６ ６０８，１１８ ６１１，２９６ １，８８７ １，８１９

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 １２２ ４９ ２８４ ２７５ ４７０，００７ ４８０，７６７ １，６５５ １，７４８

東 海
乳去 ２ － ２０３ － ６９，８５０ － ３４４ －
Ｆ₁去 ６４ ６４ ３４５ ３３３ ３３８，５４３ ３２６，６３１ ９８０ ９８１
和去 ２１３ ４４３ ２７０ ２８７ ５９５，９６７ ６２７，６５６ ２，２１１ ２，１９１

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 １６２ ３８２ ２６６ ２６４１，０５７，３２４ ９０８，５８３ ３，９７５ ３，４４６

中 四 国
乳去 ５３ ５４ ３０４ ３０６ １４１，１３２ １１８，８２１ ４６４ ３８９
Ｆ₁去 ２６７ ２７０ ３３６ ３３８ ３４２，３１４ ３４８，６４３ １，０１８ １，０３２
和去 ７８８ ６８３ ３１１ ３１７ ５２９，２７９ ５１７，８２６ １，７００ １，６３５

九州・沖縄
乳去 － １ － ２４６ － １，１００ － ４
Ｆ₁去 ３５５ ３７８ ３３０ ３３４ ３４２，２６１ ３３７，２９３ １，０３７ １，０１０
和去 ７，５１９ ７，６９５ ３０２ ３０３ ５４８，４８６ ５３１，２９７ １，８１７ １，７５１

全 国
乳去 ５２２ ５６７ ３１０ ３１５ １９２，４３７ ２００，８６９ ６２１ ６３８
Ｆ₁去 ３，０２９ ３，１１３ ３４５ ３４２ ３１８，０４１ ３２９，３３９ ９２２ ９６３
和去 １３，３７７ １５，８３４ ３１０ ３１５ ５６５，８７７ ５６５，５８６ １，８２５ １，７９６

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

「滝祭２０２４」に岩手花平農協出展

牛乳・牛肉試食販売で大盛況
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